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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

１
．
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
予
防
・が
ん
検
診
の
充
実

がん対策推進基本計画 ロードマップ

１－（１）がんの１次予防

１－（２）がんの早期発見及びがん検診（２次予防）

学校におけるがん教育やスマート・ライフ・プロジェクト等の普及啓発による生活習慣改善の
推進

○生活習慣病のリスク
を高める量を飲酒し
ている者の割合：
男13.0%・女6.4%
○運動習慣者の割合：
男36.0%・女33.0%
（20～64歳）
男58%・女48%
（65歳以上）

○成人喫煙率：12%
○妊娠中、未成年者
の喫煙率：0%

喫煙が与える健康への悪影響に関する普及啓発活動や、禁煙支援等の取組の推進

職域にお
けるがん
検診に関
するマニュ
アルの検
討・策定

職域におけるがん検診に関するマニュアルの職域での普及

○「職域におけるがん
検診に関するガイド
ライン（仮称）」の策
定、 普及

がん検診実施体制の整備や、利便性の向上、財政上のインセンティブ策の活用等の取組の推
進
精度管理の向上や、がん検診に関する普及啓発活動等の推進

○検診受診率：50%
○精密検査受診：90%

○望まない受動喫煙

のない社会をできる
だけ早期に実現

受動喫煙対策の推進
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

がん対策推進基本計画 ロードマップ

２－（１）がんゲノム医療

２
．
患
者
本
位
の
が
ん
医
療
の
実
現

２－（２）がんの手術療法、放射線療法、薬物療法及び免疫療法の充実

２－（３）チーム医療の推進

がんゲノム情報管理センターの整備

がんゲノム
医療中核拠
点病院の検
討と指定 ○がんゲノム医療提供

体制の整備

がんゲノム医療提供体制の段階的な構築

拠点病院等の
指定要件の見
直し

手術療法：拠点病院等を中心とした人材の育成や適正配置、侵襲性の低い治療等の普及
放射線療法：標準的な放射線療法提供体制の均てん化、緩和的放射線療法の普及
薬物療法：外来薬物療法の情報共有や啓発、拠点病院等と地域の医療機関等との連携体制

の強化
免疫療法：安全で適切な免疫療法の推進、免疫療法に関する情報提供のあり方について検

討

がん診療連携拠点病院等（以下「拠点病院等」という）を中心とした、がん医療の均てん化の取
組の継続

○新たながん医療提供
体制の構築

○拠点病院等の機能の
更なる充実

○関係学会への
各治療法の最新
の情報の共有と
周知啓発の要請

新たな指定要件での拠点病院等の整備

キャンサーボードへの多職種の参加促進
専門チームとの連携体制の環境整備

○チーム医療の体制
強化
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

２
．
患
者
本
位
の
が
ん
医
療
の
実
現

がん対策推進基本計画 ロードマップ

２－（４）がんのリハビリテーション

２－（５）支持療法の推進

２－（６）希少がん及び難治性がん対策（それぞれのがんの特性に応じた対策）

２－（７）小児がん、ＡＹＡ世代のがん及び高齢者のがん対策

中核的な役割を担う機関を中心とした、希少がん患者が適切な医
療を受けられる環境の整備

希少がん対策の中核的
な役割を担う機関の整備

○希少がん患者が適
切な医療を受けられ
る環境の整備

人材育成、情報の集約と発信、ネットワーク体制の整備、ゲノム医療の推進

○有効な診断・治療法
の研究開発及び診
断・治療法等の提供
体制整備の推進

小児がん拠点病
院及び拠点病院
等の指定要件の
見直しの中で検討

検討内容に基づいた小児がん、ＡＹＡ世代のがんの医療提供体制の整備
○小児がん、AYA世代
のがんの医療提供
体制の整備

高齢者のがん診療に関する診療ガイドラインの策定、普及
○高齢者の診療ガイド
ラインの策定、普及

○がんのリハビリテー
ションのあり方の検
討、普及

○支持療法に関する
診療ガイドラインの
作成、普及

社会復帰や社会協働の観点を踏まえたがん
のリハビリテーションのあり方の検討

支持療法の実態把握、研究の推進

拠点病院等における普及
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

２
．
患
者
本
位
の
が
ん
医
療
の
実
現

がん対策推進基本計画 ロードマップ

２－（８）病理診断

２－（10）医薬品・医療機器の早期開発・承認等に向けた取組

２－（９）がん登録

がん登録データを用いた政策立案に資する資料の作成
根拠に基づく政策推進のあり方の検討
全国がん登録データと他のデータとの連携や情報提供方法の検討

○がん登録の利活用
による政策の立案、
研究や情報提供の
推進

病理診断医や病理関連業務を担う医療従事者の人材育成支援や適正配置を検討
病理コンサルテーションなど、正確かつ適正な病理診断提供体制の強化
病理診断支援システムの研究開発の推進

○安全で質の高い診
断を提供するための
環境整備

臨床研究中核病院と拠点病院等の連携強化
治験や臨床研究の情報提供体制の整備
画期的な医薬品、医療機器等の早期承認の推進

○臨床研究等を必要
とする患者を、専門
的な施設につなぐ仕
組みの構築
○治験や臨床試験の
情報提供体制の整
備
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

３
．
尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築

がん対策推進基本計画 ロードマップ

３－（１）がんと診断された時からの緩和ケアの推進

３－（２）相談支援及び情報提供

拠点病院等の指定要件の見直しの
中で検討、関係学会との連携や研
修のあり方に関する検討

検討内容に基づいた相談支援体制の構築
○効率的・効果的な相
談支援体制の構築

ピア・サポートの研修内容の見直し ピア・サポートの普及 ○ピア・サポートの普
及

ウェブサイトの監視体制の強化
国立がん研究センターや関係学会と協力した科学的根拠に基づく情報の提供
コミュニケーションに配慮が必要な者への情報へのアクセス確保

○情報提供体制の整
備

○身体的な痛みへの
対応の実施

○がん診療に携わる
全ての医療従事者が
基本的緩和ケアを実
施できる体制の整備

○緩和ケアセンターの
あり方の検討

○緩和ケアの実態に
関する調査を踏まえ、
緩和ケア提供体制の
検討

つらさを訴えやすくする環境整備
院内連携の強化、緩和ケアチームのあり方の検討
緩和ケアの質を評価する基準の確立

緩和ケア研修会の受診勧奨と内容・体制の充実

拠点病院等の指
定要件の見直し
の中で検討

緩和ケアに関する実態把握、調査研究の実施、それを踏まえた緩和ケア提供体制の検討

検討内容に基づいた院内の緩和ケアに関する体制の整備
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

がん対策推進基本計画 ロードマップ

３－（３）社会連携に基づくがん対策・がん患者支援

３－（４）がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）

３－（５）ライフステージに応じたがん対策

拠点病院等の指
定要件の見直し
の中で検討

検討内容に基づいた地域連携体制の整備

個々の患者ごとの治療と仕事の両立に向けたプランの作成等の支援を行う体制の構築

プランの活用
治療と仕事両立プランの開発・プランを用い
た支援のモデルの構築

医療機関向けの企業との連携マニュアルの
作成、普及の開始

マニュアルの普及

○地域連携体制の検
討

○就労支援を行うため
の体制整備

小児がん拠点病
院及びがん診療
連携拠点病院等
の指定要件の見
直しの中で検討

検討内容に基づいた継ぎ目のない診療や
長期フォローアップが受けられる体制の整備

○継ぎ目ない診療や
長期フォローアップ
が受けられる体制の
整備

高齢のがん患者の意思決定支援に関するガイドラインの策定、普及
○高齢のがん患者の
意思決定支援ガイド
ラインの策定、普及

がん患者やその家族に関する研究の実施
既存の施策の強化や普及啓発などの更なる施策の必要性について検討

○がん患者・経験者、
その家族の生活の質
の向上

３
．
尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 個別目標

４
．
こ
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
の
整
備

がん対策推進基本計画 ロードマップ

４－（１）がん研究

４－（２）人材育成

４－（３）がん教育・がんに関する知識の普及啓発

がん研究10か年戦略に基づいた研究の計画的な推進

がん研究10か年戦略の
見直しの検討

○科学技術の進展や
臨床ニーズに見合っ
た研究の推進

学校におけるがん教育の実施状況の把握
外部講師の活用体制の整備

検診や緩和ケア等の普及啓発活動の推進
民間団体や患者団体の普及啓発活動の支援
がん相談支援センターやがん情報サービスに関する広報の実施

がん医療を専門とする医療従事者の育成
ゲノム医療や希少がん等、今後のがん医療や支援への対応ができる医療従事者等の育成
の推進

がん医療や支援の均て
ん化に向けた幅広い人
材育成について検討

○今後のがん医療や
支援に必要な人材と、
育成のあり方の検討

○がん教育の充実

○がんに関する知識
の普及啓発
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今後の協議会の進め方（案）

2023年頃

第
４
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

第
３
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

閣
議
決
定

個
別
施
策

評価指標を元に
中間評価の議論

中
間
評
価
報
告
書

公
表

中間評価指標
の議論

各検討事項に対応した検討会等
検討内容の例
・がん検診
・拠点病院の指定要件の見直し
・緩和ケア
・がん研究10か年戦略の見直し 等

中
間
評
価
の

反
映

が
ん
患
者
を
含
め
た

国
民
が
、
が
ん
を

知
り
、
が
ん
の
克
服

を
目
指
す

がん対策推進

基本計画（第４期）
策定の議論

評
価
指
標
の
決
定
・研
究
班
等
に
よ
る
測
定

基本計画策定の議論
個別施策の更なる推進

医療計画・介護保険事業計画等
を踏まえて実施

研究班の実施計画等
を踏まえて実施
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必要に応じた個別課題の推進


